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あ
と
が
き

　【
作
者
に
つ
い
て
】

　　
ギ
ッ
シ
ン
グ (G

eorge R
obert G

issing, 1857-1903) 

は
、
一
八
五
七
年
一
一
月
二
二
日
（
日
曜
日
）、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
北
部
の
都
市
リ
ー
ズ
の
南
十
六
キ
ロ
に
あ
る
大
聖
堂
の
町
、
バ
ラ
戦
争
の
古
戦
場
と
し
て
有
名
な

ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
で
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
親
は
町
の
中
心
街
に
店
を
構
え
て
い
た
薬
剤
師
で
、
地
方
の
植

物
を
調
査
し
て
出
版
し
た
書
物
も
何
冊
か
あ
り
、
古
典
を
中
心
と
し
た
文
学
や
教
養
を
志
向
す
る
点
に
お
い
て

息
子
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
一
方
、
無
教
養
で
福
音
主
義
を
妄
信
し
て
い
た
母
親
は
愛
情
に
欠
け
、
息
子

を
愛
撫
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
嫌
っ
て
避
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
十
三
歳
の
時
に
父
親
を
肺
充
血
で
亡
く
し
た
。
そ
れ
は
一
八
七
〇
年
の
暮
れ
で
、
彼
が
尊
敬

す
る
先
輩
作
家
で
父
親
が
居
間
の
壁
に
肖
像
画
を
か
け
て
い
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
死
の
半
年
後
だ
っ
た
の
で
、
文

学
を
中
心
と
す
る
学
問
に
秀
で
た
教
養
人
を
目
指
し
て
い
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
少
年
に
と
っ
て
、
父
親
と
デ
ィ
ケ
ン

ズ
が
心
の
中
で
メ
ン
タ
ー
と
し
て
重
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
は
四
人
の
弟

妹
た
ち
が
い
た
が
、
ま
だ
幼
す
ぎ
て
彼
の
知
的
な
話
し
相
手
に
な
れ
な
か
っ
た
た
め
、
彼
の
生
活
に
孤
独
と
不

幸
の
影
が
射
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
チ
ェ
シ
ャ
ー
州
の
寄
宿
学
校
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
そ
こ
で
睡
眠
を
五
時
間
半
に
定
め
て
猛
勉
強
し
、
特
に
古
代
と
現
代
の
言
語
と
文
学
に
興
味
を
覚
え
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作者について

た
。
十
五
歳
に
な
る
と
、
秀
才
の
誉
れ
が
高
か
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
か
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
学
者
に
な
る
だ
ろ
う
と
将
来
を
嘱
望
さ
れ
、
や
が
て
奨
学
金
を
得
て
現
在
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
の
前
身

で
あ
る
オ
ー
エ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
に
入
学
し
た
。

　
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
で
一
人
暮
ら
し
を
始
め
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
勉
学
中
心
の
生
活
に
よ
る
孤
独
の
せ
い
で
、

十
七
歳
の
街
の
女
、
ネ
ル (M

arianne H
elen H

arrison, 1858-88) 

を
愛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
オ
ー
エ
ン
ズ
・

カ
レ
ッ
ジ
の
最
終
学
年
を
迎
え
た
一
八
七
六
年
二
月
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
淋
病
に
感
染
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ネ
ル
を
社
会
の
犠
牲
者
と
考
え
、
お
針
子
と
し
て
更
正
さ
せ
る
た
め
に
大
学
の
ロ
ッ
カ
ー
室
で
友
人
の
金
、
書

籍
、
衣
類
を
盗
ん
で
ミ
シ
ン
を
買
い
与
え
た
り
し
た
が
、
彼
女
は
飲
酒
癖
が
あ
っ
て
金
の
た
め
に
売
春
を
や
め

な
か
っ
た
。
最
終
的
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
三
月
末
に
張
り
込
み
中
の
刑
事
に
逮
捕
さ
れ
、
有
罪
の
判
決
を
受
け

て
放
校
処
分
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
一
ヶ
月
の
監
禁
と
重
労
働
を
言
い
渡
さ
れ
、
合
格
し
て
い
た
ロ
ン
ド
ン

大
学
入
学
の
許
可
も
取
り
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
事
件
は
、「
堕
ち
た
女
」
の
た
め
に
学
者
と
し
て
の
将

来
を
棒
に
ふ
る
こ
と
に
な
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
ト
ラ
ウ
マ
と
な
り
、
自
分
を
社
会
か
ら
追
放
さ
れ
た
エ
グ
ザ
イ

ル
と
考
え
た
彼
は
、
自
己
否
定
的
な
言
動
と
悲
観
的
な
人
生
観
に
支
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
釈
放
後
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
に
帰
郷
し
た
が
、
犯
罪
で
後
ろ
指
を
差
さ
れ
た
「
黒
い
羊
」

は
新
天
地
ア
メ
リ
カ
へ
と
い
う
当
時
の
慣
習
に
従
い
、
一
八
七
六
年
九
月
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
港
か
ら
ボ
ス
ト
ン

へ
出
立
し
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
ア
メ
リ
カ
生
活
は
一
年
あ
ま
り
続
い
た
が
、
同
時
に
彼
の
文
学
的
才
能
を
発
揮

さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
ボ
ス
ト
ン
で
は
美
術
館
で
見
た
絵
画
に
つ
い
て
の
記
事
を
定
期
刊
行
物
に
書
い
た
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 あとがき

り
、
シ
カ
ゴ
に
移
っ
て
餓
死
の
恐
怖
に
お
び
え
た
時
に
は
、
ホ
テ
ル
の
談
話
室
に
座
っ
て
二
日
で
短
篇
小
説
を

書
い
た
り
し
た
。
こ
の
最
初
の
作
品
「
親
の
因
果
が
子
に
報
う
」(“The Sins of the Fathers”) 

は
十
八
ド
ル
で

売
れ
、
一
八
七
七
年
三
月
一
〇
日
の
新
聞
『
シ
カ
ゴ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
作
品
の
冒
頭

部
分
に
は
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
初
期
作
品
群
に
特
有
の
労
働
者
階
級
の
貧
困
に
関
す
る
自
然
主
義
的
な
描
写
が
す
で

に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、 

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
地
元
の
雑
誌
に
短
篇
小
説
を
売
り
な
が
ら
生
計
を
立
て
て
い
た
が
、

ミ
シ
ガ
ン
州
の
ト
ロ
イ
で
は
数
日
間
を
ピ
ー
ナ
ツ
だ
け
で
食
い
つ
な
ぐ
ほ
ど
金
欠
病
に
苦
し
ん
だ
。
そ
し
て
、

旅
の
写
真
屋
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
数
ヶ
月
ほ
ど
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
放
浪
し
た
の
ち
、
同
年
九
月
、

万
策
つ
き
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
ボ
ス
ト
ン
か
ら
船
に
乗
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
港
に
着
い
た
の
は
一
八
七
七
年
一
〇
月
三
日

で
、
六
週
間
ほ
ど
故
郷
の
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
に
滞
在
し
た
が
、
直
ち
に
作
家
と
し
て
身
を
立
て
る
べ
く
ロ

ン
ド
ン
へ
上
京
し
、
そ
の
後
す
ぐ
呼
び
寄
せ
た
ネ
ル
と
同
棲
を
始
め
た
。
そ
れ
は
強
烈
な
孤
独
感
と
抑
圧
さ
れ

た
性
欲
に
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
〇
月
二
七
日
、
彼
は
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
・
パ
ー
ク
東
の
セ
ン
ト
・

ジ
ェ
イ
ム
ズ
教
会
で
ネ
ル
と
正
式
に
結
婚
し
た
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
彼
女
が
隣
近
所
で
起
こ
す
頻
繁
な
ト

ラ
ブ
ル
や
反
抗
的
な
言
動
の
せ
い
で
、
彼
の
生
活
は
生
き
地
獄
さ
な
が
ら
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
家
庭
教
師
や
不
定
期
な
仕
事
を
し
な
が
ら
仕
上
げ
た
処
女
作
『
暁
の
労
働

者
た
ち
』(W

orkers in the D
aw

n, 1880) 

は
、
一
八
七
三
年
か
ら
始
ま
る
イ
ギ
リ
ス
の
慢
性
的
な
経
済
不
況
に

よ
る
労
働
者
た
ち
の
貧
困
が
原
因
の
様
々
な
社
会
問
題
に
対
す
る
抗
議
の
書
で
あ
っ
た
が
、
出
版
拒
否
の
憂
き
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作者について

目
に
あ
っ
た
だ
け
で
、
結
局
は
父
親
の
遺
産
を
使
っ
て
自
費
出
版
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
八
八
二
年
に
な

る
と
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
も
は
や
ネ
ル
と
の
生
活
に
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
定
期
的
に
少
し
の
手
当
を
与
え
て
別

居
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
短
篇
や
中
篇
を
書
い
て
い
た
が
、
出
版
社
か
ら
は
買
い
取

り
を
拒
ま
れ
続
け
た
。
だ
が
、『
無
階
級
の
人
々
』(The U

nclassed, 1884) 

は
チ
ャ
ッ
プ
マ
ン
・
ア
ン
ド
・
ホ
ー

ル
社
の
原
稿
閲
読
者
で
、
夏
目
漱
石
が
大
き
な
影
響
を
受
け
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
メ
レ
デ
ィ
ス
に
高
く
評
価
さ
れ
た
。

「
芸
術
家
は
、
自
分
自
身
の
苦
し
み
が
極
限
に
あ
る
時
で
さ
え
、
そ
れ
を
作
品
の
素
材
に
で
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」（
第
二
五
章
）
と
述
べ
る
売
れ
な
い
小
説
家
で
、 

容
姿
も
作
者
に
よ
く
似
た
主
人
公
の
オ
ズ
モ
ン
ド
・
ウ
ェ

イ
マ
ー
ク
は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
一
連
の
代
表
作
に
登
場
す
る
貧
乏
な
若
い
知
識
人
た
ち
の
露
払
い
と
な
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
初
期
の
作
品
群
で
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
都
市
の
中
心
部
で
ゲ
ッ
ト
ー
化
さ
れ
た
よ
う
な
ス
ラ
ム
街
の
貧

困
と
悲
惨
な
生
活
を
同
情
的
に
描
い
て
い
る
が
、
同
時
に
貧
民
た
ち
に
対
し
て
は
非
常
に
反
感
的
な
描
写
が
見

ら
れ
る
。
そ
れ
は
自
堕
落
な
労
働
者
た
ち
が
貧
民
街
で
身
に
つ
い
た
生
活
習
慣
を
ど
う
し
て
も
改
め
よ
う
と
し

な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
彼
ら
の
悪
癖
が
直
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
確
信
は
、
人
間
の
意
志
や
努
力
で
は
変
更

で
き
な
い
と
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
人
生
観
と
合
致
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
自
分
の
作
品
で
真

理
を
追
究
す
べ
き
テ
ー
マ
は
下
層
階
級
の
人
間
で
は
な
く
、
商
業
社
会
に
お
け
る
生
存
競
争
で
必
要
と
さ
れ

る
実
践
的
な
知
識
の
な
い
、
自
分
と
よ
く
似
た
教
養
の
あ
る
知
的
な
若
者
の
苦
悩
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
証
拠
に
、
オ
ー
エ
ン
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
時
代
か
ら
の
学
友
で
あ
る
モ
ー
リ
ー
・
ロ
バ
ー
ツ
に
宛
て
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 あとがき

た
一
八
九
五
年
二
月
一
〇
日
付
け
の
手
紙
で
は
、「
私
の
作
品
で
も
っ
と
も
特
徴
的
な
、
も
っ
と
も
重
要
な
部

分
は
、
私
た
ち
の
時
代
に
特
有
の
十
分
な
教
育
を
受
け
て
育
ち
も
い
い
、 

し
か
し
金
が
な
い
階
級
の
若
者
た
ち

を
扱
っ
て
い
る
部
分
で
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
一
八
八
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
貧
困
や
ス
ラ
ム
街
と
い
っ
た
社
会
問
題
の
路
線
か
ら
一
時

的
に
そ
れ
、
若
者
た
ち
が
都
会
の
貧
困
生
活
か
ら
逃
れ
て
結
婚
に
よ
っ
て
上
の
階
級
に
入
ろ
う
と
す
る
作
品

を
書
き
始
め
た
。
初
め
て
貴
族
的
な
田
園
を
背
景
と
し
て
書
か
れ
た
『
イ
ザ
ベ
ル
・
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
』(Isabel 

Clarendon, 1886) 

は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
作
品
に
典
型
的
な
タ
イ
プ
の
自
己
否
定
的
で
内
省
的
な
主
人
公
、
バ
ー

ナ
ー
ド
・
キ
ン
グ
コ
ー
ト
に
関
す
る
性
格
小
説
で
あ
る
。
同
様
に
社
会
小
説
か
ら
離
れ
よ
う
と
し
て
一
八
八
五

年
に
完
成
し
て
い
た
『
人
生
の
夜
明
け
』(A Life’s M

orning, 1888) 

は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
を
世
に
出
し
て
く
れ

た
メ
レ
デ
ィ
ス
の
『
リ
チ
ャ
ー
ド
・
フ
ェ
ヴ
ェ
レ
ル
の
試
練
』(The O

rdeal of Richard Feverel, 1859) 

の
影

響
が
大
き
い
作
品
で
あ
る
。
教
育
を
受
け
た
た
め
に
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
か
ら
離
れ
た
も
の
の
、
貧
乏
で
ど
こ

に
も
所
属
で
き
ず
に
エ
グ
ザ
イ
ル
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
主
人
公
た
ち
の
女
性
版
、
エ
ミ

リ
・
フ
ッ
ド
は
道
徳
的
・
精
神
的
問
題
に
お
い
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
性
格
分
析

が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
下
層
生
活
の
場
面
を
切
り
捨
て
な
い
よ
う
に
忠
告
し
た
メ
レ
デ
ィ
ス
に
従
っ
て
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
『
民
衆
』

(D
em

os, 1886) 

で
貧
民
街
の
テ
ー
マ
に
戻
っ
た
が
、
労
働
者
た
ち
の
目
標
や
能
力
へ
の
期
待
を
裏
切
ら
れ
た

こ
と
で
、
こ
の
小
説
で
は
彼
ら
に
対
す
る
共
感
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。「
個
人
と
し
て
の
貧
乏
人
に
対
し
て
は
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作者について

所
持
金
の
す
べ
て
を
与
え
る
が
、
連
中
が
階
級
と
し
て
立
ち
向
か
っ
て
く
る
時
は
、
情
け
容
赦
し
な
い
ぞ
」（
第

二
九
章
）
と
い
う
斜
陽
階
級
の
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
エ
ル
ド
ン
の
言
葉
は
、
労
働
者
の
個
人
と
集
団
に
対
す
る
ギ
ッ

シ
ン
グ
の
両
価
感
情
を
示
し
て
い
る
。
次
の
作
品
『
サ
ー
ザ
』(Thyrza, 1887) 

で
は
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
エ
グ

レ
モ
ン
ト
と
い
う
若
い
裕
福
な
理
想
主
義
者
が
労
働
者
階
級
の
知
的
解
放
の
手
段
と
し
て
講
演
に
よ
っ
て
労
働

者
た
ち
を
教
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
そ
の
試
み
自
体
が
辛
辣
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
で
も
、
ギ

ッ
シ
ン
グ
の
初
期
小
説
群
と
同
様
に
、
階
級
間
の
境
界
を
越
え
た
愛
は
破
滅
す
る
運
命
に
あ
り
、
社
会
の
そ
れ

ぞ
れ
の
階
層
は
互
い
に
交
わ
ら
ず
、
自
分
の
階
級
の
流
儀
に
従
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
る
。

　
一
八
八
八
年
二
月
の
後
半
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
イ
ギ
リ
ス
海
峡
に
臨
む
行
楽
地
イ
ー
ス
ト
ボ
ー
ン
で
気
分
転
換

を
し
て
い
た
が
、
そ
の
月
の
二
九
日
の
夕
方
に
ネ
ル
の
死
を
伝
え
る
電
報
を
も
ら
い
、
ロ
ン
ド
ン
の
ラ
ン
ベ
ス

区
に
あ
っ
た
彼
女
の
下
宿
へ
向
か
っ
た
。
翌
月
の
一
日
に
妻
の
遺
体
が
置
か
れ
た
汚
い
下
宿
を
見
て
、
ロ
ン
ド

ン
で
の
青
春
時
代
に
体
験
し
た
社
会
的
な
不
公
平
に
対
す
る
激
し
い
怒
り
が
よ
み
が
え
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、

そ
の
後
す
ぐ
正
視
に
耐
え
な
い
ほ
ど
悲
惨
な
貧
困
の
場
面
を
活
写
し
た
『
ネ
ザ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
』(The N

ether 
W

orld, 1889) 

を
完
成
さ
せ
た
。

　
悪
妻
を
養
う
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
こ
の
小
説
の
版
権
料
百
五
十
ポ
ン
ド
を
旅
費
に
あ
て
、

一
八
八
八
年
九
月
二
六
日
、
長
年
の
夢
で
あ
っ
た
大
陸
旅
行
に
出
か
け
た
。
汽
車
で
マ
ル
セ
イ
ユ
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
船
で
ナ
ポ
リ
に
渡
り
、
ロ
ー
マ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ヴ
ェ
ニ
ス
な
ど
を
五
ヶ
月
か
け
て
旅
し
た
。
こ

の
旅
行
が
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
そ
れ
を
境
に
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
関
心
の
対
象
と
作
風
が
大
き
く
変
化
し
、
一
線
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を
引
い
た
よ
う
に
彼
の
作
家
人
生
を
二
つ
の
時
期
に
区
別
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
そ
れ
ま
で

の
社
会
批
判
の
視
座
と
し
て
の
労
働
者
階
級
と
貧
困
に
関
す
る
自
然
主
義
的
な
描
写
を
や
め
、
自
分
が
帰
属
意

識
を
持
つ
中
産
階
級
の
人
々
と
そ
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
の
探
求
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
中
産
階
級
で
教
育
を
受
け
た
繊
細
な
性
格
で
精
神
的
に
脆
弱
な
若
者
が
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
後
期
の

時
代
精
神
と
社
会
風
潮
に
な
じ
め
ず
に
犠
牲
と
な
る
様
子
を
活
写
し
、
女
性
の
社
会
的
束
縛
、
現
代
文
明
の
卑

俗
性
、
利
己
的
な
競
争
心
、
文
学
の
商
業
化
、
自
己
欺
瞞
的
な
道
徳
観
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
論
じ
た
。

　
そ
の
結
果
、
小
説
家
と
し
て
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が
陸
続
と
誕
生
し
た
。
大
陸
旅
行
中
の
ヴ

ェ
ニ
ス
で
着
想
を
得
て
か
ら
帰
国
し
て
書
い
た
小
説
『
因
襲
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
々
』(The Em

ancipated, 
1890) 

で
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
教
育
を
受
け
て
自
由
を
謳
歌
す
る
聡
明
な
美
し
い
女
性
が
嘘
つ
き
な
洒
落
者
と
の

結
婚
生
活
に
幻
滅
す
る
姿
を
描
き
、
十
九
世
紀
後
半
に
最
高
潮
に
達
す
る
「
ウ
ー
マ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
」
を

提
起
し
て
い
る
。
こ
の
小
説
が
完
成
し
た
一
八
八
九
年
一
一
月
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
二
度
目
の
地
中
海
旅
行
に
出

か
け
た
が
、
最
後
の
ナ
ポ
リ
滞
在
中
に
四
年
後
の
彼
の
死
因
と
な
る
肺
病
の
兆
候
が
現
わ
れ
始
め
た
。
翌
九
〇

年
三
月
の
初
旬
に
ロ
ン
ド
ン
に
戻
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、『
三
文
文
士
』(N

ew
 G

rub Street, 1891) 

の
執
筆
に

取
り
か
か
っ
た
が
、
実
際
に
は
仕
事
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
主
な
原
因
は
、
ド
イ
ツ
人
の
友
人
エ

ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ベ
ル
ツ
宛
て
の
九
月
二
四
日
付
け
の
手
紙
で
、「
教
養
が
あ
っ
て
も
貧
乏
な
男
は
自
分
と
同
じ

よ
う
な
女
性
が
貧
困
を
共
に
し
て
く
れ
る
な
ど
と
期
待
す
べ
き
で
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
ば
に
女

性
が
い
な
い
こ
と
に
よ
る
孤
独
感
で
あ
っ
た
。
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　『
三
文
文
士
』
の
校
正
刷
り
を
読
ん
で
い
た
九
月
二
九
日
、
孤
独
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
で
出
会
っ
た
労
働
者
階
級
の
二
三
歳
の
女
性

イ
ー
デ
ィ
ス (Edith U

nderw
ood, 1867-1917) 

に
声
を
か
け
た
。
翌
九
一
年
二
月
二
五
日
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
彼

女
と
リ
ー
ジ
ェ
ン
ツ
・
パ
ー
ク
北
東
部
の
セ
ン
ト
・
パ
ン
ク
ラ
ス
の
戸
籍
登
録
所
で
結
婚
し
た
が
、
そ
の
場
に

ギ
ッ
シ
ン
グ
家
の
者
は
誰
も
同
席
し
て
い
な
か
っ
た
。
最
初
の
妻
が
売
春
と
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で
見
る
も
無
残

な
最
期
を
遂
げ
た
あ
と
も
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
イ
ー
デ
ィ
ス
と
同
じ
よ
う
な
結
婚
を
し
た
の
は
、
中
産
階
級
の
知

的
な
女
性
と
は
結
婚
で
き
な
い
と
い
う
悲
観
的
な
自
己
否
定
の
結
果
で
あ
る
と
同
時
に
、
性
欲
を
抑
制
で
き
な

い
た
め
に
女
性
の
教
養
の
欠
如
を
無
視
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
結
果
だ
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
精
神
的
お

よ
び
肉
体
的
に
満
た
さ
れ
な
い
気
持
ち
か
ら
労
働
者
階
級
の
女
性
と
関
係
を
持
っ
て
陥
る
こ
と
に
な
る
流
離
落

魄
の
境
遇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
の
教
養
に
対
す
る
深
い
傾
倒
は
死
ぬ
ま
で
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
作
者
自
身
の
体
験
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
文
筆
生
活
の
苦
難
を
描
い
た
『
三
文
文
士
』
は
、
出

版
当
時
の
書
評
家
の
多
く
が
好
意
的
に
評
価
し
、
現
代
の
批
評
家
た
ち
か
ら
も
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
最
高
傑
作
と
見

な
さ
れ
て
い
る
。
文
学
も
ま
た
当
時
の
商
業
主
義
に
支
配
さ
れ
て
お
り
、
芸
術
至
上
主
義
を
唱
え
る
主
人
公
エ

ド
ウ
ィ
ン
・
リ
ア
ド
ン
は
破
滅
す
る
運
命
に
あ
る
。
こ
の
小
説
で
は
、
商
売
と
し
て
の
文
学
や
俗
受
け
を
狙
っ

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
読
者
に
迎
合
す
る
こ
と
な
く
、
貧
困
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
も
世
に
認
め
ら
れ
よ
う
と
苦
闘

す
る
作
家
の
姿
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
、
そ
う
し
た
時
代
の
影
響
力
が
人
間
関
係
を
い
か
に
歪
め
て
い
る
か
も
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
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ギ
ッ
シ
ン
グ
は
イ
ー
デ
ィ
ス
と
結
婚
し
て
か
ら
、『
三
文
文
士
』
で
得
た
百
五
十
ポ
ン
ド
を
も
と
に
ロ
ン
ド

ン
の
喧
騒
を
逃
れ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部
デ
ヴ
ォ
ン
州
の
田
舎
町
エ
ク
セ
タ
ー
で
新
生
活
を
始
め
、
そ
の
年

の
一
二
月
に
長
男
ウ
ォ
ル
タ
ー
が
生
ま
れ
た
。
彼
が
結
婚
後
の
半
年
で
仕
上
げ
た
『
流
謫
の
地
に
生
ま
れ
て
』

(Born in Exile, 1892) 

の
舞
台
は
エ
ク
セ
タ
ー
で
あ
る
。
作
者
同
様
に
父
親
が
薬
剤
師
の
資
格
を
持
ち
、
学
問

的
な
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
出
世
し
よ
う
と
す
る
主
人
公
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
・
ピ
ー
ク
は
自
分
を
環
境
の
犠
牲
者
と
思
っ

て
現
実
逃
避
し
、
自
分
の
道
徳
観
念
の
欠
落
を
無
産
階
級
だ
っ
た
祖
先
か
ら
の
遺
伝
の
せ
い
に
す
る
点
で
、
ギ

ッ
シ
ン
グ
作
品
の
底
流
を
な
す
自
然
主
義
の
代
表
的
人
物
だ
と
言
え
る
。
三
巻
本
形
式
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の

長
篇
小
説
の
伝
統
を
破
っ
て
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
初
め
て
一
巻
本
形
式
で
書
い
た
中
篇
小
説
『
デ
ン
ジ
ル
・
ク
ウ

ォ
リ
ア
』(D

enzil Q
uarrier, 1892) 

は
、
同
名
の
主
人
公
が
過
激
化
し
た
政
治
思
想
の
た
め
に
政
府
転
覆
の
危

険
な
陰
謀
に
巻
き
込
ま
れ
る
政
治
小
説
で
あ
る
が
、
そ
の
妻
の
心
理
描
写
を
通
し
て
女
性
の
権
利
に
関
す
る
作

者
の
好
意
的
な
見
解
も
示
さ
れ
て
い
る
。

　
次
の
作
品
『
余
計
者
の
女
た
ち
』(The O

dd W
om

en, 1893) 

は
女
性
の
権
利
が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
な
っ
て

お
り
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
古
典
と
し
て
今
な
お
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
批
評
家
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
こ
の
小
説
の
出
版
後
、「
ど
ん
な
社
会
平
和
も
女
性
が
男
性
と
同
様
に
知
的
な
訓
練
を
受
け
な
い
か
ぎ

り
は
成
就
さ
れ
な
い
」
と
言
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
、
従
来
の
良
妻
賢
母
型
の
「
家
庭
の
天
使
」
に
代
わ
る
「
新

し
い
女
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
を
描
き
、
教
育
の
機
会
、
職
業
の
選
択
、
財
産
の
相
続
に
お
け
る
男
女
不
平
等
の
実
態

に
読
者
の
目
を
向
け
た
。
た
だ
し
、
彼
が
共
感
を
示
す
の
は
、
あ
く
ま
で
教
養
と
し
て
の
教
育
を
受
け
て
洗
練
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さ
れ
た
感
受
性
を
持
つ
女
性
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
頃
、『
三
文
文
士
』
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
大
衆
は
短
い
形
式
の
読
み
物
を
要
求
し
始

め
て
お
り
、
三
巻
本
形
式
の
小
説
は
文
学
市
場
か
ら
消
え
去
ろ
う
と
し
て
い
た
。
一
八
九
四
年
四
月
に
完
成
し

た
『
女
王
即
位
五
十
年
祭
の
年
に
』(In the Year of Jubilee, 1894) 

は
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
に
と
っ
て
最
後
の
三
巻

本
形
式
の
小
説
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
結
婚
問
題
と
産
業
社
会
に
お
け
る
価
値
観
の
腐
敗
に
つ
い
て
の
物
語
で
、

大
量
生
産
に
よ
る
商
業
主
義
や
卑
俗
な
広
告
、
大
衆
教
育
に
よ
っ
て
新
た
な
力
を
得
た
労
働
者
階
級
が
社
会
全

体
に
及
ぼ
す
影
響
に
対
す
る
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
嫌
悪
感
が
見
ら
れ
る
。

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
一
八
九
四
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
、
い
つ
も
の
長
篇
小
説
と
テ
ー
マ
か
ら
離
れ
て
四

つ
の
中
篇
小
説
、
す
な
わ
ち
悲
喜
劇
的
な
恋
愛
と
自
己
犠
牲
の
物
語
『
イ
ヴ
の
身
代
金
』(Eve’s Ransom

, 

1895

）、
ギ
リ
シ
ャ
旅
行
を
終
え
た
作
者
の
古
典
を
中
心
と
し
た
教
養
へ
の
傾
倒
が
十
八
歳
の
若
者
を
通
し
て

示
さ
れ
る
『
埋
火
』(Sleeping Fires, 1895)
、
成
金
の
義
理
の
娘
が
上
の
階
級
の
礼
儀
作
法
を
学
ぼ
う
と
し

て
失
敗
す
る
『
下
宿
人
』(The Paying G

uest, 1895)

、
訪
問
販
売
を
し
な
が
ら
他
人
の
噂
話
を
楽
し
む
男
と

短
気
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
若
い
女
性
が
ロ
ン
ド
ン
を
縦
横
に
歩
き
ま
わ
る
『
都
会
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
』(The 

Tow
n Traveller, 1898) 

を
書
い
た
。
こ
れ
ら
は
出
版
社
に
依
頼
さ
れ
て
金
稼
ぎ
の
た
め
に
書
か
れ
た
作
品
だ

が
、
遺
伝
と
環
境
の
因
果
律
の
影
響
下
に
あ
る
人
間
を
赤
裸
々
に
描
出
す
る
自
然
主
義
の
作
家
と
思
わ
れ
て
い

た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
こ
こ
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
技
巧
に
よ
っ
て
読
者
が
悲
劇
的
あ
る
い
は
喜
劇
的
な
状
況
を
予

見
で
き
る
よ
う
な
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
隠
れ
た
才
能
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
説
は
出
版
社
に
よ
っ
て
戦
略
的
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に
市
場
に
出
さ
れ
、
売
れ
行
き
も
悪
く
な
か
っ
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
期
に
お
い
て
、
長
篇
小
説

の
売
れ
行
き
は
相
変
わ
ら
ず
芳
し
く
な
か
っ
た
が
、
中
篇
小
説
と
短
篇
小
説
の
方
は
比
較
的
高
値
で
出
版
社
に

買
い
取
ら
れ
、
結
構
な
儲
け
と
な
っ
て
い
た
。

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
二
番
目
の
妻
、
イ
ー
デ
ィ
ス
は
最
初
の
妻
ネ
ル
と
同
じ
よ
う
に
無
知
で
、
怒
り
や
す
く
、
凶

暴
な
女
、
つ
ま
り
彼
が
労
働
者
階
級
の
ほ
と
ん
ど
の
女
に
見
出
し
た
否
定
的
な
性
質
を
す
べ
て
持
ち
合
わ
せ
て

い
た
。
そ
う
し
た
妻
と
の
結
婚
生
活
が
厄
介
な
状
況
の
中
で
書
い
た
『
渦
』(The W

hirlpool, 1897) 

に
お
い
て
、

ギ
ッ
シ
ン
グ
は
未
知
の
分
野
と
し
て
有
閑
階
級
に
所
属
す
る
社
交
界
の
人
々
を
扱
っ
た
。
そ
し
て
、
女
性
解
放

へ
の
要
求
が
高
ま
り
、
男
性
の
役
割
が
ま
す
ま
す
不
明
確
に
な
っ
て
い
た
時
代
に
お
け
る
結
婚
の
問
題
に
焦
点

を
当
て
て
い
る
。
イ
ー
デ
ィ
ス
と
の
間
に
は
二
人
の
息
子
が
生
ま
れ
て
い
た
が
、
彼
女
は
結
婚
し
て
数
年
後
に

精
神
異
常
の
兆
候
を
示
し
始
め
て
い
た
。
最
初
の
妻
ネ
ル
の
時
と
同
じ
よ
う
に
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
短
気
を
起
こ

し
て
家
庭
を
混
乱
さ
せ
る
イ
ー
デ
ィ
ス
と
別
居
し
、
や
が
て
妻
が
保
護
さ
れ
て
精
神
病
院
に
収
容
さ
れ
た
こ
と

を
知
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
八
九
七
年
九
月
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
三
度
目
の
イ
タ
リ
ア
旅
行
に
出
発
し
、
そ
れ
が
彼
と
イ
ー
デ
ィ
ス
に
と

っ
て
今
生
の
別
れ
と
な
っ
た
。
こ
の
旅
行
に
よ
っ
て
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
分
野
に
進
出
す
る

こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
彼
が
子
供
時
代
か
ら
愛
読
し
て
い
た
先
輩
作
家
に
つ
い
て
の
批
評
的
研
究
『
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
論
』（Charles D

ickens: A Critical Study, 1898
）、
も
う
一
つ
は
南
イ
タ
リ
ア
の
日
常
生
活

を
絵
画
的
に
描
写
し
た
周
遊
記
『
イ
オ
ニ
ア
海
の
ほ
と
り
』(By the Ionian Sea, 1901) 

で
あ
る
。
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一
八
九
八
年
四
月
中
旬
に
イ
ギ
リ
ス
へ
戻
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
の
サ
リ
ー
州
に
あ

る
市
場
町
、
ド
ー
キ
ン
グ
に
家
を
借
り
て
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
執
筆
を
再
開
し
た
。
父
親
と
同
じ
肺
の

病
気
の
悪
化
に
よ
る
健
康
の
不
安
と
は
逆
に
、
作
家
と
し
て
の
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
晩
年
に
関
し
て
は
、
金
銭
的

な
不
安
が
薄
ら
い
で
い
た
。
折
し
も
、
そ
の
年
の
六
月
に
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
フ
ル
リ (G

abrielle M
arie Edith 

Fleury, 1868-1954) 

と
い
う
マ
ル
セ
イ
ユ
港
の
税
関
所
長
の
娘
か
ら
、『
三
文
文
士
』
の
翻
訳
許
可
を
求
め
る

手
紙
が
届
い
た
。
ギ
ッ
シ
ン
グ
よ
り
十
歳
以
上
も
若
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
彼
女
は
、
流
暢
な
英
語
に
加
え
て

ド
イ
ツ
語
と
イ
タ
リ
ア
語
に
も
通
じ
、
彼
が
今
ま
で
結
婚
は
お
ろ
か
交
際
す
ら
諦
め
て
い
た
中
産
階
級
の
洗
練

さ
れ
た
知
的
な
女
性
で
あ
っ
た
。
翌
九
九
年
の
春
、
彼
は
離
婚
も
正
式
の
結
婚
も
約
束
で
き
な
い
ま
ま
、
彼
女

と
そ
の
母
親
と
と
も
に
パ
リ
で
暮
ら
し
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
九
〇
二
年
に
な
る
と
、
弱
っ
た
肺

の
養
生
の
た
め
に
温
暖
な
気
候
の
地
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
国
境
に
近
い
フ
ラ
ン
ス
南
西
端
の
漁
港
町
、
サ
ン
・
ジ
ャ

ン
・
ド
・
リ
ュ
ー
ズ
に
転
地
し
た
。

　
最
後
の
作
品
群
と
し
て
は
、
ロ
シ
ア
文
学
に
通
暁
し
て
い
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
が
十
八
世
紀
の
ロ
シ
ア
で
兵
役
を

拒
否
し
た
「
霊
の
戦
士
」
と
呼
ば
れ
る
ド
ゥ
ホ
ボ
ル
教
徒
の
平
和
主
義
的
な
信
念
を
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
に
対

す
る
解
毒
剤
と
し
て
示
し
た
『
命
の
冠
』(The Crow

n of Life, 1901)

、
進
化
論
を
政
治
問
題
や
社
会
問
題
に

適
用
す
る
こ
と
を
攻
撃
し
た
喜
劇
的
な
作
品
『
我
ら
が
大
風
呂
敷
の
友
』(O

ur Friend the Charlatan, 1901)

、

架
空
の
人
物
に
託
し
て
胸
に
浮
か
ぶ
様
々
な
思
い
を
春
夏
秋
冬
に
分
け
て
書
い
た
回
想
録
の
エ
ッ
セ
イ
集
『
ヘ

ン
リ
ー
・
ラ
イ
ク
ロ
フ
ト
の
私
記
』(The Private Papers of H

enry Ryecroft, 1903) 

が
あ
る
。
こ
の
エ
ッ
セ
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 あとがき

イ
集
は
イ
ギ
リ
ス
で
人
気
を
博
し
た
だ
け
で
な
く
、
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』（
一
二
一
二
）
や
吉
田
兼
好
の
『
徒

然
草
』（
一
三
三
一
）
の
よ
う
に
名
利
の
巷
を
離
れ
、
も
の
の
あ
わ
れ
、
幽
玄
、
わ
び
・
さ
び
の
伝
統
を
持
つ

日
本
人
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
随
筆
と
し
て
、
日
本
で
も
昔
か
ら
愛
読
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
〇
三
年
の
夏
、
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
暑
気
を
避
け
る
た
め
に
海
岸
か
ら
離
れ
た
ピ
レ
ネ
ー
山
麓
の
サ
ン
・
ジ
ャ

ン
・
ピ
ェ
・
ド
・
ポ
ー
ル
に
引
っ
越
し
、
最
後
は
北
隣
の
村
イ
ス
プ
ー
ル
で
ガ
ブ
リ
エ
ル
と
一
緒
に
暮
ら
し
て

い
た
が
、
す
で
に
慢
性
の
肺
気
腫
で
弱
っ
て
い
た
肺
の
病
気
（
直
接
の
死
因
は
心
筋
炎
）
で
、
肺
充
血
で
死
ん

だ
父
親
の
三
三
回
忌
の
日
と
同
じ
一
二
月
二
八
日
（
月
曜
日
）
の
午
後
一
時
一
五
分
に
息
を
引
き
取
っ
た
。
ギ

ッ
シ
ン
グ
は
サ
ン
・
ジ
ャ
ン
・
ド
・
リ
ュ
ー
ズ
に
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
共
同
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
死
後
に
出
版
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
治
世
中
の
六
世
紀
イ
タ
リ

ア
を
舞
台
に
し
た
彼
の
唯
一
の
（
未
完
の
）
歴
史
小
説
『
ヴ
ェ
ラ
ニ
ル
ダ
』(Veranilda, 1904) 

と
、
社
会
階

級
を
落
と
し
て
雑
貨
屋
に
な
る
主
人
公
の
諦
め
の
境
地
が
、
恋
愛
、
芸
術
、
商
業
と
い
っ
た
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
常

用
す
る
テ
ー
マ
と
絡
め
て
、
軽
い
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
筆
致
で
描
か
れ
る
『
ウ
ィ
ル
・
ウ
ォ
ー
バ
ー
ト
ン
』(W

ill 
W

arburton, 1905) 

が
あ
る
。

　
ギ
ッ
シ
ン
グ
は
生
涯
に
二
二
冊
の
長
篇
・
中
篇
小
説
に
加
え
て
、
随
筆
集
、
旅
行
記
、
批
評
書
を
著
し
た
だ

け
で
な
く
、生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
に
百
以
上
も
の
短
篇
小
説
を
書
い
て
い
る
が
、短
篇
小
説
の
ほ
と
ん
ど
は
『
人

間
が
ら
く
た
文
庫
』(H

um
an O

dds and Ends, 1898)

、『
蜘
妹
の
巣
の
家
』(The H

ouse of Cobw
ebs, 1906)

、

『
境
遇
の
犠
牲
者
』(A Victim

 of Circum
stances, 1927)

、『
小
話
小
品
集
』(Stories and Sketches, 1938) 

に
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ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
よ
り
詳
し
い
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
生
涯
と
作
品
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
訳
者
が
編
集
し
た
以
下
の
二
冊
の
研
究
書

（
絶
版
）
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
関
心
の
あ
る
読
者
諸
氏
に
利
用
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　『
ギ
ッ
シ
ン
グ
の
世
界
：
全
体
像
の
解
明
を
め
ざ
し
て
―
―
没
後
一
〇
〇
年
記
念
』（
英
宝
社
、
二
〇
〇
三
年

　
一
二
月
）http://victorian-studies.net/gissing-no-sekai.htm

l

　『
ギ
ッ
シ
ン
グ
を
通
し
て
見
る
後
期
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
社
会
と
文
化
―
―
生
誕
百
五
十
年
記
念
』（
溪
水
社
、

　
二
〇
〇
七
年
一
一
月
）http://victorian-studies.net/gg-150.htm

l


